
付
面
積
が
全
国
５
位
を
誇

る
。
本
年
度
は
春
に
タ
マ
ネ

ギ
価
格
が
高
騰
。
そ
の
た
め

農
業
者
の
節
税
意
識
の
高
ま

り
を
背
景
に
、
９
月
末
の
時

点
で
す
で
に
18
人
の
新
規
加

入
者
を
獲
得
し
て
い
る
。

同
委
員
会
の

渕
久
司
会

長
（
72
）
は
「
今
年
は
農
家

の
経
営
が
非
常
に
良
い
の

で
、
節
税
対
策
と
し
て
農
業

者
年
金
を
周
知
し
、
加
入
推

進
に
向
け
て
農
業
委
員
の
意

識
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

区
推
進
班
を
Ｊ
Ａ
の
３
支
所

で
９
班
に
編
成
し
、
推
進
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
度
に
は
13
人

が
農
業
者
年
金
に
新
規
加

入
。
ま
た
、
「
20
歳
か
ら
39

歳
の
新
規
加
入
目
標
数
５
人

か
ら
９
人
の
目
標
達
成
度
合

い
部
門
」
で
全
国
１
位
を
獲

得
し
、
表
彰
を
受
け
た
。

白
石
町
は
タ
マ
ネ
ギ
の
作

【
佐
賀
】
白
石
町
農
業
委

員
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

農
業
委
員
と
事
務
局
職

員
、
Ｊ
Ａ
支
所
の
支
所
長
と

金
融
課
長
ら
で
構
成
す
る
地

同
社
の
主
な
栽
培
品
目
は

ト
マ
ト
イ
チ
ゴ
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
な
ど
。
古
く
か
ら
水

稲
の
産
地
だ
っ
た
同
町
に
新

し
い
風
を
送
り
込
も
う
と
、

土
壌
の
力
を
利
用
し
た
栽
培

方
法
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

生
き
る
こ
と
の
根
幹
で
あ

る
「
食
」
に
携
わ
る
会
社
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
消
費
者

へ
安
心
・
安
全
な
も
の
を
届

け
る
た
め
、
品
質
に
こ
だ
わ

り
続
け
る
同
社
の
今
後
に
期

待
が
集
ま
る
。

(

田
布
施
町
農
業
委
員
会)

｢

売
り
手｣

と
し
て
農
業
者
と

の
関
わ
り
を
続
け
て
い
た
。

２
０
１
０
年
に
は
会
社
独

自
の
栽
培
技
術
「
ア
ル
ギ
ッ

ト
農
業
」
の
実
践
を
開
始
。

翌
年
に
は
「
ア
ル
ギ
ッ
ト
プ

レ
ミ
ア
ム
フ
ァ
ー
ム
（
Ａ
Ｐ

Ｆ
）
事
業
部
」
を
発
足
し
、

売
り
手
か
ら
作
り
手
と
し

て
、
農
業
経
営
と
い
う
新
た

な
挑
戦
を
開
始
し
た
。

そ
れ
か
ら
の
道
の
り
は
想

像
以
上
に
険
し
く
、
試
行
錯

誤
の
日
々
が
続
い
た
が
、
企

業
努
力
を
続
け
た
結
果
、
顧

客
が
付
く
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
で
は
同
社
で
生
産
す
る

農
産
物
は
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

の
価
値
が
付
き
、
青
果
市
場

で
一
定
の
評
価
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。

【
山
口
】
熊
毛
郡
田
布
施

町
に
あ
る
神
協
産
業
㈱
（
北

村
広
政
代
表
取
締
役
社
長
）

は
１
９
６
４
年
か
ら
、
北
欧

の
海
で
育
つ
「
ア
ル
ギ
ッ
ト

®

」
と
呼
ば
れ
る
海
藻
を
用

い
た
肥
料
の
製
造
か
ら
販
売

ま
で
を
行
っ
て
い
る
。
会
社

設
立
当
初
は
海
藻
肥
料
の

農
業
の
推
進
、
新
規
高
収
益

作
物
の
導
入
を
柱
に
し
て
お

り
、
農
業
振
興
を
通
じ
た
地

域
創
生
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
連
携
・
協
力
し
て
実
施

し
て
い
く
考
え
だ
。

柱
の
一
つ
で
あ
る
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
で

は
、
遊
休
農
地
に
早
生
樹
の

ハ
コ
ヤ
ナ
ギ
を
植
栽
し
て
、

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
活

用
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
、
遊
休
農
地
の
解
消
も

期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
川
南
町
農
業
委
員
会
）

【
宮
崎
】
双
日
㈱
と
川
南

町
は
５
月
11
日
、
「
農
業
振

興
を
核
と
し
た
地
域
創
生
に

関
す
る
連
携
協
定
」
を
結
ん

だ
。こ

の
協
定
は
双
方
が
有
す

る
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

ア
イ
デ
ア
や
最
新
技
術
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
農
業
と
地
域
を
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
が
目
的
。

協
定
は
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
や
ス
マ
ー
ト

ス
の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
。

フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
を
駆
け

抜
け
る
10
㌔
と
３
㌔
の
コ
ー

ス
で
、
ラ
ン
ナ
ー
は
秋
晴
れ

の
空
の
下
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
。
沿
道
か
ら
の
声
援
を
受

け
な
が
ら
懸
命
に
ゴ
ー
ル
を

め
ざ
し
た
。
給
水
所
で
は
Ｊ

Ａ
竜
北
果
樹
部
会
梨
部
か
ら

吉
野
梨
が
振
る
舞
わ
れ
た
＝

写
真
。

参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も

楽
し
く
走
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
来
年
も
参
加
し
た

い
」
と
の
声
も
あ
り
、
同
町

の
秋
の
景
色
と
味
覚
を
満
喫

で
き
る
大
会
と
な
っ
た
。

（
氷
川
町
・
上
田
菜
月
情

報
員
）

【
熊
本
】
９
月
23
日
の
秋

分
の
日
、
第
17
回
氷
川
町
梨

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、

県
内
外
か
ら
８
９
５
人
の
ラ

ン
ナ
ー
が
参
加
し
た
。
こ
れ

は
特
産
の
吉
野
梨
を
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
町
が
開
い
て
い
る
も

の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

担
い
手
を
応
援
す
る
全
国
運

動
」
の
推
進
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
決
議
か
ら
委
員
会
内

で
構
想
を
開
始
し
、
全
て
の

委
員
に
地
域
別
で
説
明
し
た

後
、
今
年
４
月
の
町
農
業
委

員
会
総
会
で
議
決
さ
れ
、
同

月
か
ら
活
動
を
始
め
た
。

定
期
活
動
に
よ
り
「
農
業

委
員
会
の
活
動
に
対
し
て
地

域
の
農
業
者
か
ら
理
解
を
得

ら
れ
や
す
く
な
り
、
相
談
対

応
も
多
く
な
っ
た
。
ま
た
地

域
の
課
題
を
委
員
と
農
業
者

が
共
有
で
き
、
課
題
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
環
境
が
整
い

つ
つ
あ
る
」
と
町
担
当
者
は

話
し
て
い
る
。

や
地
元
農
家
と
の
相
談
対
応

を
行
う
と
い
う
も
の
。
担
当

区
域
内
の
農
地
の
利
用
状
況

の
確
認
と
農
業
委
員
会
活
動

の
見
え
る
化
が
ね
ら
い
だ
。

昨
年
12
月
の
全
国
農
業
委

員
会
会
長
代
表
者
集
会
で

「
地
域
の
農
地
を
活
か
し
、

【
香
川
】
ま
ん
の
う
町
農

業
委
員
会
（
中
浦
優
会
長
）

は
、
農
地
利
用
最
適
化
活
動

の
ほ
か
、
本
年
度
か
ら
「
農

業
委
員
会
定
期
活
動
」
を
設

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
活
動
は
、
毎
月
５
、

10
、
15
、
20
、
25
、
30
日

(

５
の
倍
数)

を
活
動
日
と
し

て
設
け
、
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
必

ず
担
当
区
域
内
農
地
や
土
地

改
良
施
設
な
ど
の
目
視
確
認

せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
「
県

か
ら
の
栽
培
技
術
や
病
害
の

情
報
が
役
立
っ
て
い
る
」
と

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

担
当
す
る
県
農
業
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
推
進
課
で
は
Ｓ
Ａ

Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
を
き
っ
か
け

に
、
多
く
の
生
産
者
に
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
生
産
性
を
高

め
る
デ
ー
タ
駆
動
型
農
業
を

実
践
し
て
も
ら
い
｢

も
っ
と

楽
し
く
も
っ
と
楽
に
も
っ

と
も
う
か
る
」
農
業
の
実
現

を
め
ざ
し
て
い
く
と
い
う
。

や
ハ
ウ
ス
内
で
異
常
が
あ
っ

た
際
の
警
報
機
能
が
あ
る
。

ほ
か
に
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
量
と

等
級
デ
ー
タ
も
収
集
さ
れ
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
農
家
と
の

比
較･

分
析
な
ど
も
で
き
る


こ
れ
ま
で
約
３
０
０
戸
の

農
家
で
実
証
運
用
を
行
っ
て

き
た
が
、
今
後
は
県
内
の
希

望
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も
利
用

で
き
る
。
す
で
に
実
証
運
用

で
利
用
し
て
き
た
農
家
か
ら

は
「
周
囲
に
相
談
す
る
際
に

自
分
の
デ
ー
タ
を
簡
単
に
見

グ
ル
ー
プ
高
知
や
県
内
大
学

な
ど
に
よ
る
産
学
官
連
携
の

も
と
、
県
内
約
１
５
０
０
戸

の
農
家
の
栽
培
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
構
築
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
は
、
農

家
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
ハ
ウ
ス

の
温
度
湿
度
日
射
量
な
ど

の
情
報
を
確
認
で
き
る
機
能

【
高
知
】
高
知
県
は
９
月

21
日
か
ら
、
農
家
が
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
生

産
と
出
荷
に
関
す
る
デ
ー
タ

を
活
用
で
き
る
Ｉ
ｏ
Ｐ
ク
ラ

ウ
ド
「
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」

の
本
格
運
用
を
開
始
し
た
。

こ
れ
は
経
験
や
勘
だ
け
に

頼
ら
な
い
デ
ー
タ
に
基
づ
く

農
業
を
め
ざ
し
、
県
が
Ｊ
Ａ

加
工
所
で
は
、
素
材
の
旬

の
お
い
し
さ
や
風
味
を
損
な

う
こ
と
な
く
野
菜
ペ
ー
ス
ト

か
ら
真
空
冷
凍
ま
で
で
き
る

一
次
加
工
技
術
を
確
立
。
３

種
そ
れ
ぞ
れ
に
県
産
シ
ー
ク

ヮ
ー
サ
ー
果
汁
を
加
え
、
爽

や
か
な
香
り
と
甘
み
を
引
き

立
た
せ
て
い
る
。
特
に
ヘ
チ

マ
ジ
ャ
ム
は
、
県
産
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
果
汁
を

加
え
る
こ
と
で
ま
ろ
や
か

な
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
ジ
ャ
ム

に
仕
上
げ
た
と
話
す
。

清
美
さ
ん
は
今
後
も
二

人
三
脚
で
「
地
域
野
菜
に

こ
だ
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
食
べ
や
す
い
商
品
作
り

と
新
商
品
開
発
に
取
り
組

み
、
野
菜
の
魅
力
を
発
信
し

た
い
」
と
語
る
。

原
料
と
な
る
野
菜
は
同
社

代
表
取
締
役
の
大
城
清
美
さ

ん
（
56
）
の
夫
の
恭
彦
さ
ん

（
59
）
が
生
産
。
恭
彦
さ
ん

は
露
地
カ
ボ
チ
ャ
59
㌃
、
ヘ

チ
マ
16
㌃
、
ニ
ラ
３
㌃
を
経

営
し
て
い
る
。

【
沖
縄
】
津
嘉
山
完
熟
カ

ボ
チ
ャ
や
食
用
ヘ
チ
マ
の
主

産
地
で
知
ら
れ
る
南
風
原

町
。
同
町
津
嘉
山
の
大
城
野

菜
生
産
農
園
加
工
所
で
は
規

格
外
野
菜
に
着
目
し
、
野
菜

の
本
来
の
色
味
や
風
味
な
ど

素
材
を
生
か
し
た
カ
ボ
チ

ャ
ヘ
チ
マ
ト
マ
ト
の
着
色

料
不
使
用
の
完
全
手
作
り
ジ

ャ
ム｢

８
３
１(

や
さ
い)

ジ

ャ
ム｣

を
商
品
開
発
２
０
１

８
年
か
ら
発
売
し
て
い
る


い
ま
で
は
同
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
や｢

は
え
ば
る

良
品｣

に
認
定
さ
れ
て
い
る


今
回
の
カ
フ
ェ
の
運
営
で

障
が
い
者
の
就
労
支
援
を
一

層
拡
充
し
て
い
き
、
店
舗
も

増
や
し
て
い
き
た
い
と
板
橋

さ
ん
は
熱
い
思
い
を
語
る
。

岡
山
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
立
。
現
在
は
主
に
ネ
ギ


ミ
ニ
ト
マ
ト

サ
ツ
マ
イ
モ

を
生
産
し
、
農
福
連
携
で
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

氷
な
ど
サ
ツ
マ
イ
モ
の
お
い

し
さ
を
堪
能
で
き
る
ス
イ
ー

ツ
ば
か
り
が
並
ん
で
い
る
。

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き
る
。

こ
の
お
店
で
使
用
し
て
い

る
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
㈲
岡
山

県
農
商
が
障
が
い
者
就
労
支

援
の
た
め
に
設
立
し
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
岡
山
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
栽
培
さ
れ

て
い
る
。
適
期
収
穫
さ
れ

た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
貯
蔵
庫

で
じ
っ
く
り
熟
成
さ
れ
、

就
労
継
続
支
援
事
業
所
の

も
も
っ
子
く
め
な
ん
が
製

造
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

岡
山
県
農
商
会
長
の
板

橋
完
樹
さ
ん
（
70
）
は
１

９
９
９
年
に
同
社
を
設

立
。
同
社
の
農
園
で
福
祉

施
設
と
連
携
し
て
芋
掘
会

を
開
催
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
２
０
０
８
年
に

イ
ー
ツ
専
門
の
カ
フ
ェ
で
、

焼
き
い
も
の
他
、
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
、
ブ
リ
ュ
レ
、
か
き

【
岡
山
】
久
米
南
町
に

「
農
園
ス
イ
ー
ツ
ｍ
ｏ
ｉ
ｍ

ｏ
」
が
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
田
園
の
中
に
あ
る
平
屋

約
40
平
方
㍍
の
店
舗
と
約
２

５
０
平
方
㍍
の
サ
ツ
マ
イ
モ

貯
蔵
庫
は
国
道
53
号
線
か
ら

目
を
引
く
。

サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
た
ス

質
が
良
く
、
子
実
の
粗
タ
ン

パ
ク
質
含
有
率
が
高
く
豆
腐

加
工
適
性
に
優
れ
て
い
る
。

同
法
人
は
こ
の
特
長
を
活

か
し
な
が
ら
、
食
を
通
じ
て

人
を
つ
な
ぎ
、
大
山
の
地
域

で
自
然
と
と
も
に
楽
し
く
働

き
生
き
た
証
し
を
次
世
代
に

残
し
て
い
く
と
い
う
高
い
志

で
取
り
組
み
を
進
め
る
。

矢
田
代
表
は
「
今
で
は
農

地
も
集
落
単
位
で
ま
る
ご
と

担
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
。

中
山
間
地
域
の
農
業
の
難
し

さ
は
あ
る
が
、
利
益
の
出
せ

る
法
人
の
モ
デ
ル
と
し
て
や

っ
て
い
け
る
こ
と
を
示
し
た

い
」
と
力
強
く
語
る
。

ュ
ー
の
米
新
品
種
「
星
空

舞
」
と
、
長
野
県
野
菜
花
き

試
験
場
が
開
発
し
、
当
時
は

唯
一
奨
励
品
種
採
用
予
定
だ

っ
た
鳥
取
県
の
意
向
も
く
ん

で
命
名
さ
れ
た
大
豆
新
品
種

「
星
の
め
ぐ
み
」
だ
。

星
空
舞
は
炊
飯
後
の
光
沢

が
優
れ
、
お
い
し
さ
の
指
標

｢

味
度
値｣

が
非
常
に
高
く
、

冷
め
て
も
食
感
が
変
わ
ら
な

い
。
星
の
め
ぐ
み
は
外
観
品

ん
は
40
歳
代
と
地
域
で
は
若

手
だ
が
、
農
業
委
員
の
傍
ら

農
の
雇
用
事
業
な
ど
の
活
用

で
女
性
や
青
年
の
雇
用
を
積

極
的
に
推
進
。
さ
ら
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
中
学
生
の

社
会
体
験
を
受
け
入
れ
る
な

ど
、
人
材
育
成
に
も
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
農

地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

し
て
ま
と
ま
っ
た
農
地
を

確
保
し
順
調
に
経
営
面
積

を
拡
大
。
21
年
に
は
「
鳥

取
県
優
秀
経
営
農
林
水
産

業
者
」
表
彰
を
受
け
て
い

る
。現

在
の
経
営
面
積
は
40

㌶
で
、
圃
場
は
約
２
０
０

筆
を
数
え
る
。
水
稲
、
大

豆
、
白
ネ
ギ
に
加
え
、
普

及
支
所
な
ど
の
支
援
で
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
施
設
栽
培
も

手
が
け
る
。

栽
培
の
目
玉
は
県
農
業
試

験
場
が
開
発
し
た
18
年
デ
ビ

【
鳥
取
】
大
山
町
に
は
地

域
を
守
る
カ
ラ
ス
天
狗

て

ん

ぐ

の
伝

説
が
あ
り
、
地
域
の
農
業
を

守
っ
て
い
く
と
の
理
念
を
共

有
し
命
名
さ
れ
た
農
大
山
カ

ラ
ス
天
狗
が
２
０
１
４
年
に

設
立
さ
れ
て
い
る
。

現
在
２
代
目
と
し
て
代
表

理
事
を
務
め
る
矢や

田だ

考た
か

志し

さ

持
続
可
能
な
農
業
と
活
性
化
で
協
定

宮
崎･

川
南
町
と
双
日

協
定
を
締
結
（
左
か
ら
３
人
目

が
川
南
町
の
日
高
昭
彦
町
長
、

同
４
人
目
が
双
日
の
湯
浅
裕
司

執
行
役
員
）

吉
野
梨
味
わ
い
な
が
ら

３
年
ぶ
り
の
マ
ラ
ソ
ン

熊
本･

氷
川
町
で
大
会

す
で
に

人
が
新
規
加
入

佐
賀･

白
石
町
農
委
会
農
年
加
入
推
進
に
力

加
入
推
進
部
長
と
Ｊ
Ａ
職
員
。

前
列
中
央
で
賞
状
を
持
つ

渕

久
司
会
長

山口･田布施町

独
自
技
術
で

生
産
に
参
入

神
協
産
業
の

ア
ル
ギ
ッ
ト
農
業

高 知｢

デ
ー
タ
駆
動
型
農
業｣

実
践
へ

Ｉ
ｏ
Ｐ
ク
ラ
ウ
ド｢

Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ｣

本
格
運
用

５
の
倍
数
日
に
定
期
活
動

香
川･

ま
ん
の
う
町
農
委
会
最
適
化
活
動
に
加
え

規
格
外
野
菜
使
い
ジ
ャ
ム
作
り

沖
縄･

南
風
原
町

大
城
さ
ん
夫
妻

地
域
を
守
り
食
を
通
じ
て
人
を
つ
な
ぐ

地
域
を
守
り
食
を
通
じ
て
人
を
つ
な
ぐ

地
域
を
守
り
食
を
通
じ
て
人
を
つ
な
ぐ

鳥
取･

大
山
町

大
山
カ
ラ
ス
天
狗

新
品
種
の
米･

大
豆
に
挑
戦

ア
イ
コ
ト
マ
ト
と
担
当
の
社
員

農
福
連
携
の
サ
ツ
マ
イ
モ
使
用

岡
山･

久
米
南
町

ス
イ
ー
ツ
専
門
の
カ
フ
ェ
人
気

い
も
あ
ん
た
っ
ぷ
り
の
「
い
も

ん
ぶ
ら
ん
」
を
す
す
め
る
板
橋

さ
ん

星
空
舞
の
圃
場
の
前
で
大
山
を

背
に
矢
田
代
表

ジ
ャ
ム
と
ヘ
チ
マ
を
手
に
、
清

美
さ
ん
と
恭
彦
さ
ん
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